-+
１　学年・単元名　　第２学年　「かんさつ名人」になろう～１年生につたえよう～
『かんさつ名人になろう』（書くこと）
２　単元目標
　　植物の生長を、観察記録文にして１年生に伝える。
３　単元の内容

　・観察メモを取る

　・メモから自分が伝えたいことを決める。　　

　・観察記録文を書く。

　・１年生に観察記録文を読んで聞かせる。
４　本時の目標（第２次３時間目）
例文の題と書き出しから、「きろく文のじゅつ」を見つけ、自分の観察記録文に取り入れることができる。（書くイ）

５　本時の展開　　　　　　

	学　習　活　動
	指　導・支　援
太字：つまずきに対する手立て

	
	

	１　前時の学習を振り返り、本時のめあてを確認する。


２ 「きろく文のじゅつ」を見つける。 　
· 例文の題と書き出しのどこに工夫があるのかを話し合う。       

・ 気づいた工夫を「きろく文のじゅつ」としてまとめる。
３ 自分の観察メモから、題名　と書き出しにする事柄を選び「きろく文のじゅつ」を使って書く。（ペア→個人）
４ 本時の学習をふりかえり次時の学習内容を確かめる。                 
	・１年生に何を伝えたかったのか等を思い起こさせる。
・題と書き出しの部分を色チョークで囲み注目させる。
・気づきを音声言語によって交流させることで、焦点化を図る。
・児童の意見の中から
「きろく文のじゅつ」を見つけさせる。
・観察メモと観察記録文が同時に確認できるワークシートを使う。

・植物の一番　生長・変化している事柄を選べるように、ペアでおたずねをさせて言語化させる。

・学んだことをいかして文が書けたか振り返らせる。


６　評価規準
・題と書き出しの工夫に気づき、気づいた工夫を「きろく文のじゅつ」として発言している。
　・「きろく文のじゅつ」を使って、生長が分かるように題と書き出しを書いている。
　・「きろく文のじゅつ」を使って、題と書き出しを書いている。
　・題と書き出しの工夫を見つけようとしている。
　・「きろく文のじゅつ」を使って、題と書き出しを書こうとしている
児童に見られるつまずき


　観察メモをもとに書きたいことを決め、簡単な構成を考えて文章を書くことができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　観察メモからわかることについてペアで交流させたり、観察メモを観察記録文につなげられるワークシートを活用したりすることで、観察メモをもとに簡単な構成の文章を書けるようにする





指導事例集ｐ．３３





参考：ワークシート





参考：授業の様子





生長の様子が伝わる部分について発表しよう





「きろく文のじゅつ」を使って、 題と書き出しを書こう





ワークシート使用








